	[image: image1.jpg]Sar:5 BT

AR KL






2008年8月1日《No.2033》
【憲法改悪阻止闘争ニュース　No.47】

命に国境はない！イラクの実態と憲法訴える
「東京司法九条の会」で高遠菜穂子さんが講演
【東京司法九条の会発】　裁判所職員とＯＢで構成する「東京司法九条の会」は７月18日、イラク支援ボランティアの高遠菜穂子さんをお招きして「命に国境はない～イラクで非暴力は実現するか」と題する講演会を東京都内で行いました。
高遠菜穂子さんは、映像をまじえながらイラクの現状や支援活動について、以下のようなお話をされました。

■武器を持たないことが一番安全
報道では「武装勢力」と一括りにされてしまうが、米兵に家族を殺されて武器を手にした人もいる。報復の連鎖を止めようと言うとイラクの知人に「日本人は戦争を知らないからだ、肉親を殺されたらどうか」と反論されてしまった。でも自分は、暴力の犠牲者・支援が必要な人のためにイラクに行った。彼には、米軍を見ないで周りの被害状況を見て、どんな支援が必要か、足りない薬は何か、等を知らせてほしいと頼んだ。そして一緒に医療品や支援物資を届けた。そんな中で2004年の拘束事件が起きた。その彼は事件後に「非暴力という理想は素晴らしいがイラクでは通用しないと思っていた。でも非暴力が暴力に勝ったと確信できた」と語り、現地スタッフたちは、武器を持たないことが一番安全、と納得してくれた。

　非暴力は実現するかと聞かれたら「難しい。でも不可能ではない」と答える。銃を置いて学校の修繕に加わった人が「自分は子どもを失ったけれど、他の残された子どもが学校に通えるようにしていく」と語った。建物の再建が雇用を創出し、心の再建をしていく。

■「究極の非暴力」は「憲法九条」
　高遠さんは、「究極の非暴力」である「憲法九条」を守る運動にも関わりを持つようになり、「九条世界会議」の呼びかけ人に加わられたということでした。
　全司法東京地裁支部では、1980年（昭和55年）に発行した戦争体験記を復刻しました。戦争体験者が次々に退職していく中で、改めて戦争の悲惨さと平和の大切さを伝えていこうというとりくみです。これからも「九条の会」と労働組合がともに活動していきたいと思います。
【関連のホームページ】

○高遠菜穂子のイラクホープダイアリー　　　　　http://iraqhope.exblog.jp/
○イラクホープネットワーク　　　　　　　　　　http://iraq-hope.net
復刻版―私たちの戦争体験記―
全司法東京地裁支部が２８年ぶりに再発行
■なぜ今、「復刻版」なのか　【発行・全司法東京地裁支部平和対策部】
太平洋戦争の敗戦から６０年以上経ち、かつての米ソの冷戦も終結を迎えました。争いの絶えなかったヨーロッパでは、東西ドイツの統一を契機にＥＵとして一つになりつつあります。世界の人々の平和への願いは、少しずつ実現に近づいています。しかし、未だにアメリカのイラクやアフガニスタンにおける軍事行動は、止むことはありません。また、パレスチナの和平交渉も停滞しています。東南アジアでは、ミャンマーの軍事政権と民主主義勢力の闘争が続いています。我が国の周辺では、東シナ海の領海をめぐる中国や韓国との争いが、解決を棚上げにされ、くすぶり続けています。
このような状況の中、我が国の政府は、自衛隊の海外派遣を実施してきました。また、「テロとの闘い」という名目でのペルシャ湾でのアメリカ軍艦などへの自衛隊の給油活動など、アメリカ軍と一体となった軍事活動を続けています。さらには、憲法９条の改悪をもくろみ、その踏切り板ともいえる国民投票法を成立させました。

我が国は「いつか来た道」を再び辿るのでしょうか。
いいえ、そのようなことはあってはなりません。現代を生きる私たちは、世界の人々とともに平和に共存すると誓ったのです。そのためには、①あの太平洋戦争はどのようなものだったのか、②何故そのような戦争を起こすことになったのか、③どうしたら戦争になる前に引き返せるのか、を学び、考え、実践しなければなりません。

この冊子は、昭和55年に当支部婦人部（現「女性部」）の平和・教宣活動の一環として「あの太平洋戦争はどのようなものだったのか」についての体験記を集めた文集（写真）を中心に、若干の原稿を加えて編集しなおしたものです。

「現代」の平和を考える出発点として、世代を超えて活用していきたいとの思いから、支部第78回定期大会で決定された運動方針にもとづき、「復刻版」と銘打って再発行することにしました。

この冊子を手にした皆さんが、家庭や職場や地域で、平和・憲法の伝道師としてご活躍されるよう願ってやみません。　　　　　　　　　　　　　　（全司法東京地裁支部　執行委員長）
【復刻版「あの人だぁれ―私たちの戦争体験記―」（2008年6月9日発行）から転載】
■ 共同センターHPで、情勢と運動を知ろう！http://www.kyodo-center.jp/
　◆自衛隊のイラク派兵差止等請求控訴事件の名古屋高裁違憲判決(全文)を「憲法をめぐる主な動き」に掲載
　判決は、航空自衛隊の給油活動が、現時点においてもイラク特措法および憲法9条1項に違反することを具体的かつ綿密に検討して違憲性・違法性を明確に認定していること、憲法前文の平和的生存権について、現代において憲法の保障する基本的人権が平和の基盤なしには存立し得ないことからして、全ての基本的人権の基礎にあってその共有を可能ならしめる基底的権利であるとし、具体的権利性があると指摘していることなど、画期的・歴史的な判決となっています。
　◆講演録 「イラク派兵違憲4.17名古屋高裁判決の意義」 (小林武・愛知大学教授)
小林武・愛知大学教授が、5月27日に開らかれた「自衛隊海外派兵と武力行使のための『恒久法』提出阻止をめざす各界懇談会」(安保破棄中央実行委員会と憲法会議の呼びかけ)で行った講演を憲法改悪反対共同センターのＨＰ「憲法を知ろう」へ一挙掲載しました。

憲法学習会の紹介　
■憲法会議　「2008年憲法講座」
◇日　時　　8月31日(日)午後1時～午後5時
◇会　場　　明治大学駿河台キャンパス・リバティホール
　　　　　(ＪＲ・地下鉄「お茶ノ水駅」下車2分、地下鉄「新御茶ノ水駅」下車5分)　
　＊第一講座　　日米同盟の新段階と日本国憲法
　　　　　　　　　　講師：吉岡　吉典(元参議院議員)
　＊第二講座　　今日の政治情勢の特徴と改憲策動
　　　　　　　　　　講師：渡辺　治(一橋大学教授)
　＊特別報告　　臨時国会をめぐる情勢
　　　　　　　　　　講師：日本共産党国会議員団
◇参加費　資料代として1000円(学生500円) 　先着順
◇申込み　電話・FAX・メール　憲法会議　電話03-3261-9007　FAX03-3261-5453
◇主　催　憲法会議・東京憲法会議・千葉憲法会議・神奈川憲法会議・埼玉憲法会議
■「九条の会」事務局学習会
◇テーマ　名古屋高裁判決と派兵恒久法

◇９月13日（土）午後１時30分～４時

◇会場　　星陵会館（地下鉄・永田町下車）

◇講師　　小林武（愛知大学教授）／半田滋（東京新聞編集委員）／渡辺治（一橋大学教授）

◇参加費　1000円

◇主催　　九条の会
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください
以　上
国公労連速報
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